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システム診断

本サービスの狙い

本サービスの構成

本サービス実施による効果

業務・システムの全体最適化に向け、本質的な問題点を摘出し解決の方向性をご提言します。

全社的な業務の効率化

内部統制強化

次期業務・システム更改時期の適正化

システム投資効果の最大化

実施手順とスケジュール（例）

業務効率化、内部統制強化などの観点から、現行業務や情報システムの本質的な問題点の抽出をご支援します。

更改中のシステムがある場合、計画の有効性・実現性、システム化要求の網羅性・冗長性、業者見積りの妥当性を
分析します。

数年先の内外の環境変化を見据えた業務・システム見直しの方向性を検討します。

現行業務や情報システムの問題点に対する解決の方向性や進め方をご提言します。

＊＊

1ヵ月目 2ヵ月目 3ヵ月目

事業戦略確認

現行業務・システムの調査・分析

解決の方向性の具体化

本質的な問題点の明確化

次の情報システム構築を効率的に実施するために、業務を含めた見直しポイント
を具体化します。

数年後の内外の環境変化を見据え、環境変化への前倒し対応促進を図ります。

更改中システムの投資額の妥当性や計画の有効性・実現性を検証し、投資効果の
最大化の観点から開発計画を検証します。
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〔内部統制強化〕

非標準化 業務分散 機能分割
重複業務 不要業務 負荷集中
過剰品質 アンマッチ など

〔業務効率化〕

内部/外部

環境

お問い合わせ 株式会社日本総合研究所 リサーチ･コンサルティング部門 E-mail: rcdweb@ml.jri.co.jp


